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編 集 後 記

紀要第15巻 をお届けいたします。今年度は,当 初,約20編 の執筆申 し込みが

あり,15周 年にふさわしい 「大増ページ号」となるかと思われま したが,幸 か

不幸か,最 終的にはほぼ例年なみのところに落着 きました。

今号から,本 紀要掲載論文の英文抄録がJICST(日 本科学技術情報センター)

の英文データベースに収録され,同 センターの外国向けサービスの一環として

海外に提供されることになりました。現在,本 誌 は国内389機 関,国 外153機 関

に配布されていますが,ま だまだサーキュレイションが広いとはいえませんの

で,こ のような形で海外への情報発信の機会が増えることは望ましいことと思

います。

本巻の編集にも尽力された行動学講座の小野教授がこの3月 で退官されます。

変らざる温容をもって本学部の研究と教育,そ して運営に貢献された小野先生

への感謝をこめて,ご 略歴,主 要研究業績等を本巻に収載いたしました。

おわりに、本巻の編集および製作にさまざまな形で力を貸 して下さったすべ

ての方々にお礼を申 し上 げます。(井 上)
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